
┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏ 

 

   北方建築総合研究所  ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ 

 

   北方かわらばん 

 

   Mail Magazine VOL.40 2012/12/11 

 

┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏┏ 

 

「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

このメールが不要な方は、お手数ですが【管理者からのお知らせ】に掲載して 

いるメールアドレスにご連絡ください。このメールアドレスは配信専用のため 

返信できませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   今月号のトピックス 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

 

第４０号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □木製サッシフォーラムを開催します 

 □北方型住宅技術指導事業講習会が開催されます 

 

■トピックス「地域活動と地域コミュニティの再構築」 

 

■研究紹介 「北海道における人口減少集落の社会基盤の状況に関する研究」 

 

■最近の研究所の動き 

 □ジャパンホームショー２０１２に出展しました 

 □１１月の業務報告 

 □構造計算適合性判定センターから 

 

■年末・年始のお知らせ 

 

〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓〓 

   イベントのお知らせ 
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□【木製サッシフォーラムを開催します】 

 

 林産試験場、北海道木製窓協会と共同で「木製サッシフォーラム２０１３」 

を開催します。 

 今年度は、そもそもサッシとは何かを解説し、サッシの意味と正しい施工等 

を考えるフォーラムを企画しています。 

詳細が決まり次第、ホームページ等でお知らせする予定ですので、たくさんの 

皆様のご来場をお待ちしています。   

 

 日 時  平成２５年２月８日（金）１３：００～１６：３０ 

 場 所  旭川市大雪クリスタルホール国際会議場 

      （旭川市神楽３条７丁目）  

 

（企画課 神田） 

 

□【北方型住宅技術指導講習会が開催されます。】 

 

 財団法人北海道建築指導センターで毎年開催している北方型住宅技術指導講 

習会が１２月より開催されます。 

 住宅建築に携わる技術者の技術力の向上を図ることにより、北方型住宅の建 

設促進や良質な住宅のストック形成に寄与することを目的に全道８会場で開催 

され、北総研職員も講師を務めます。 

 詳しい内容、申込方法等は北海道建築指導センターのホームページをご覧く 

ださい。 

 http://www.hokkaido-ksc.or.jp/01_hoppou/02_direction/index.html 

  

（企画課 神田） 
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 トピックス「地域活動と地域コミュニティの再構築」 
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 人口減少、少子高齢化、経済の低迷などの社会上の下、今後のまちづくりに 

おいて、地域コミュニティの再構築が課題となります。しかし、コミュニティ 

の再構築は口で言うほど簡単ではありません。そもそも、目指すべきコミュニ 

ティの姿が不明確です。昔のような醤油の貸し借りをするような関係には戻れ 

ません。生活の気配が感じられ、困った時に「困った」と言えるような関係で 

しょうか。 

 町内会など地域活動が低迷しています。旭川市の中心市街地において、分譲 

マンション居住者の町内会加入率が低いなどから、幾つかの町内会が解散しま 



した。そのことに危機感を持った町内会役員と地区の社会福祉協議会、当所で 

勉強会を実施し、２年が経過しました。地域の課題を探るため、マンション居 

住者状況を調べることから始めたところ、マンションには、子どもがたくさん 

いること、単身高齢者が孤立化していることなどがわかりました。そこで、高 

齢者や子育て世代が気軽に集まる「寄り合い茶の間」をマンションの集会所や 

空き店舗を無償で借りて開催し始めました。ここまでの道のりは平易ではあり 

ませんでしたが、「寄り合い茶の間」に参加する人にも増して、運営している 

人達の顔は幸せそうです。地域課題を的確に把握しその解決に向かって真摯に 

向き合うことが地域活動の活性化に、そして、コミュニティの再構築には大切 

なのです。 

 

(居住科学Ｇ 松村) 
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 研究紹介「北海道における人口減少集落の社会基盤の状況に関する研究」 
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 現在日本では人口減少、高齢化が進行しており、とりわけ北海道ではその傾 

向は著しく、２５年後には道内市町村の５７％は人口が２／３に減少すると予 

測されています。これまで地域の生活を支えてきた都市インフラ、生活サービ 

ス等の社会基盤を今後とも同じように維持することが困難になっています。一 

方で農業、漁業等一次産業は地域に根ざした産業であり、地域での生活を守る 

ことが北海道の産業を維持していく上で必須となります。そのためこれからの 

人口減少社会に対応できる持続的な地域の姿を構想し、転換していく必要があ 

ります。人口減少の影響は市町村、地域を構成する単位である集落において顕 

著に表れており、集落の視点から問題を捉え、これからの集落をどのようにし 

ていくかを検討することが必要です。 

 本研究では北海道内の集落の生活と社会基盤について現状・問題・課題の把 

握対応策の検討を目的としています。 

 研究内容としては、道内市町村における集落の概要把握、基幹産業や人口動 

向で分類した６町をモデルとした都市インフラ、生活サービスの事例調査分析 

と国内における集落維持、再編、集約等の課題と北海道の集落課題の比較分析 

を行っています。 

 これらの研究成果は市町村が今後の集落対策等市町村おける地域マネジメン 

トを進める際に活用できます。 

 

（居住Ｇ 福井） 
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   最近の研究所の動き 
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■【ジャパンホームショー２０１２に出展しました】 

 

 平成２４年１１月１４日（水）～１６（金）、東京都「東京ビッグサイト」 

にて開催されたＪａｐａｎ Ｈｏｍｅ ＆ Ｂｕｉｌｄｉｎｇ Ｓｈｏｗ２０ 

１２に出展しました。 

 この展示会は、毎年秋に東京ビッグサイトで行われ、住宅建材や設備機器に 

関する日本最大規模の展示会です。 

 北総研は、道内民間企業・北海道庁・林産試験場などとともに毎年「北海道 

グループ」として出展しています。 

 今年度も道産住宅技術・建材の全国への販路拡大を図るとともに、北方型住 

宅をはじめとする北海道の住宅技術の全国への発信と北総研の活動紹介などを 

行いました。 

 「北海道グループ」では、参加各企業の個別ブースの他にブース内にミニセ 

ミナー会場を設け、各出展企業のプレゼンテーションや北総研・林産試験場・ 

北海道庁の技術セミナーを行い、北海道の住宅技術の紹介や製品のＰＲを行い 

ました。  

 

（企画課 神田） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【１１月の業務報告】 

 

平成２４年１１月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験  ２７件（累計１５９件） 

設備使用    １件（累計 ２７件） 

性能評価    ０件（累計  ５件） 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数     ６件（累計 ４４件） 

人数    ６９名（累計３９５名） 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数     ４件（累計 ７６件） 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【構造計算適合性判定センターから】 

  

□１１月の判定業務 



受付   ２４件（２７棟） 

結果通知 ２０件（２３棟） 

  

１１月の判定依頼は、共同住宅７件、店舗４件、福祉施設等３件、工場３件の 

他、病院、倉庫等でした。 

 

 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は３７．９日、実判定日数 

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は１１．２日でした。 

 

（構造判定Ｇ 十河） 

  

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【年末・年始のお知らせ】 

 

北方建築総合研究所の年末・年始の業務日をお知らせします。 

 

年末 １２月２８日（金）まで平常業務 

年始  １月 ４日（金）より平常業務 

 

１２／２９（土）～１／３（木）は年末年始のため休業します。 

ご理解の程よろしくお願いいたします。 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

【編集後記】 

 

 暴風雪の影響で、１１月２７日から数日間、室蘭や登別などで大規模な停電 

が発生しました。一時は市役所への電話が不通になり、病院では外来診療の休 

止、一部の企業やホテルは営業休止など、地域住民の生活そして経済活動に大 

きな影響を与えました。 

 また、外気温が氷点下となるなか、自宅の暖房が使えず避難所での生活を余 

儀なくされた方も多数いらっしゃいました。 

 今回の大規模停電により、改めて北海道の冬の停電対策が防災上大変重要で 

あることを再認識しました。今後、当所が行う防災対策普及事業においても、 

この度の経験を活かし、冬期の停電対策を盛り込んだ内容で取り組んでいきた 

いと考えています。 

 

(企画課 細谷） 
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   管理者からのお知らせ 
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アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 

 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 

発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


